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回離乳に関する現状  

1 離乳食の開始及び完了   

離乳食の開始時期は、10年前に比べ、「4か月」と回答した者が25．0％から10．9％に減  

少する一方、「6か月」が18．4％から28．6％に増加するなど、「5か月」以降が昭和60年に  

は5こミ．0％だったが、平成7年には67．3％、平成17年には84．4％に増加し、開始時期は遅く  

なる傾向がみられた（表1）。同様に完了時期についても、10年前に比べ、「12か月」が減  

少し、「13～15か月」、 「16～18か月」が増加するなど、遅くなる傾向がみられた（表2）。   

また、離乳食開始の目安については、「月齢」が75．8％と最も多く、次いで「食べものを  

欲しがるようになった」が47．5％、「体重などの発育状態」が16．8％の順だった（図1）。  

表1 離乳食の開始時期  表2 離乳食の完了時期  

時期   昭和60年  平成7年  平成17年＊   

3か月未満   1．3   0．6   0．4   

3か月   10．8   7．0   4．2   

4か月   34．9   25．0   10．9   

5か月   32．3   43．5   47．6   

6か月   15．5   18．4   28．6   

7か月以降   5．2   5．4   8．3   

時期   平成7年  平成17年＊   

9か月以前   4．1   2．0   

10～11か月   15．6   8．0   

12か月   60．8   47．9   

13～15か月   11．7   22．4   

16～18か月   6．7   15．5   

19か月以降   1．0   4．2   

＊離乳食を開始していない場合及び「不詳」を除く（n＝2，596）  ＊離乳食を開始・完了していない場合及び  
「不詳」を除く（n＝1，958）  

資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  

図1 離乳食の開始の目安  
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資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  
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2 離乳食の進め方   

離乳期に与えたことのある食品について、米については離乳初期（5～6か月）から7割を  

超え、じやがいも、にんじん、かぼちゃも5割近く使用されている。一方、離乳の開始のこ  

ろから調理法に気をつければ用いてもよいとされている「卵黄」は、離乳後期で5割を超え  

るなど、使用開始が遅い食品もみられる（表3）。  

表3 離乳期に与えたことのある食品  

（50％以上75％未満： 、75％以上： ）  

与えたことのある  

食品  離乳期区分  

離乳初期  離乳中期  離乳後期  離乳完了期  

（5～6か月）   （7～8か月）  （9～11か月） （12～15か月）  

（1，430人）   （1，136人）   （1，529人）   （1．104人）  

穀類  

米  1，0了0（姓竪）1，099（些⊥ユ）1．499（旦旦二月）1，080（旦Z遁）  

パン  440（30．8）   820（72，2）1，395（旦1．2）1，054（95．5）  

じゃがいも  656（45．9）1，010（旦む旦）1．480（旦駐蓬）1，070（旦旦j）  

さつまいも  536（37．5）   903（姓5）1，379（旦α2）1，024（92．鋸  

たんばく質性食品  

全卵  

卵黄  

22 （1．5）  146（12．9）   806（旦≧。ユ）   85了（三日）  

138 （9．7）   426（3了．5）   801（52．4）   636（57．6）  

豆腐  457（32．0）   961（旦旦j） 1，440（旦生呈）1，058（墜遁）  

納豆  17 （1．2）   310（27．3）   984（些二生）   912（空運）  

大豆  54 （3．8）   248（21．8）   816（53．4）   了71（69．8）  

白身魚  371（25．9）   836（週二j）1．3了1（堕」）1，016（墾』）  

赤身魚  2 （0．1）   78 （6．9）   454（29．了）   589（坦」）  

サバ  3 （0．2）   18 （1．6）  165（10．8）   345（31．3）  

鶏肉  100 （7．0）   498（43．8）1，181（聖二＿≧）   938（墜』）  

豚肉  7 （0．5）   87 （7．7）   728（47．6）   831（嬰j）  

牛肉  5 （0．3）  51（4．5）   439（28．7）   599（54．3）  

牛乳  51（3．6）  178（15．7）   491（32．1）   729（旦旦』）  

ヨーグルト  326（22．8）   762（67．1）1，293（84、6）1，015（91．旦）  

野菜・果物  

にんじん  706（49．4）1，015（旦旦」）1，450（坦』）1，045（坦」）  

かぼちゃ  690（48．3）1，012（塑」）1．441（旦旦ヱ）1．040（圭牡＿≧）  
ほうれん草  547（38．3）   931（旦Z．旦）1，399（汎卓）1，033（931β）  

大根  266（18．6）   670（堕』）1，319（堕j）1，019（墾」蔓）  

きゃべつ  190（13．3）   525（46．2）1，101（ヱ≧』）   891（旦虹ヱ）  

たまねぎ  169（11．8）   547（48．2）1，156（フ5．6）   924（83．7）  

りんご  770（坦邁）   975（堕遁）1，388、（旦虹旦）1．040（旦生j）  
みかん  375・（26．2）   588（旦u）1，097（ユリ）   917（型」）  

資料：平成17年度児童関連調査研究等事業報告書「授乳・離乳の新たなガイドライン策定のため  

の枠組に関する研究」（主任研究者：堤ちはる）  
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3 子どもの離乳食で困ったこと、わからないこと   

離乳食で困ったことでは、「食べものの種類が偏っている」が28．5％、「作るのが苦痛・  

面倒」が23・2％、「食べる量が少ない」が20．6％の順に多くみられた（表4）   

また、「離乳食についてわからないこと」に関する保護者の回答では、「食べる適量がわ  

からない（46・4％）」が最も高率であった。「乳汁と離乳食のバランスがわからない（16．3％）」  

も2番目に高率であった（表5）。  

表4 離乳食で困ったこと  

困ったこと  

開始の時期が早いといわれた  
開始の時期が遅いといわれた  
開始の時期がわからない  
食べる量が少ない  
食べる量が多い  

食べものの種類が偏っている  
食べるのをいやがる  
作り方がわからない  

作るのが苦痛・面倒  

食べさせるのが苦痛・面倒  
子どもがアレルギー体質  
相談する人がいない（場所がない）  

資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  

複数回答（n＝2，722）   

表5 離乳食でわからないこと   

わからないこと   人数（割合％）   

食べる適量がわからない   2322（46．4）   

乳汁と離乳食のバランスがわからない   816（16．3）   

食べさせてよいものがわからない   781（15．6）   

離乳の進め方がわからない   748（14，9）   

離乳食の作り方がわからない   449（9．0）   

何時頃食べさせたらよいかわからない   292（5．8）   

資料：平成17年産児童関連調査研究等事業報告書「授乳■離乳の新たなガイド  

ライン策定のための枠組に関する研究」（主任研究者：堤ちはる）  

3 ベビーフードの使用状況  

ベビーフー ドの使用状況は、10年前に比べ、「よく使用した」と回答した者が13．8％   

から28・0％に増加する一方、「ほとんど使用しなかった」と回答した者が34．0％から   

24・2％に減少した。「よく使用した」、「時々使用した」をあわせると、昭和60年には48．2％   

だったが、平成7年には66．0％、平成17年には75．8％に増加した（図2）。  

また、ベビー フードの生産量については、ここ10年間、レトルトを中心に、著しく増   

加している（図3）。  
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図3  ベビー フードの生産状況  

（年次推移）  国2 ベビーフードの使用状況（年次推移）  
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資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  

資料：日本ベビーフード協議会  

ベビーフードの使用状況別に「離乳食で困ったこと」をみると、ベビー フードを「よく使  

用した」と回答した者では、「作るのが苦痛・面倒」が33．6％、「食べものの種類が偏ってい  

る」が32．1％、「食べる量が少ない」が23．9％と、「ほとんど使用しなかった」者に比べ、  

高かった。一方、「困ったことが特にない」とい う回答は、「ほとんど使用しなかった」者で  

は47．5％だったが、「よく使用した」者では30．5％、「時々使用しなかった」看では36．5％  

にとどまった（図4）。  

図4 ベビーフードの使用状況別 離乳食で困ったこと  
（％）  
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資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  
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5 子どもの食事で困ったこと  

1歳を超えた子どもの食事で因っていることでは、「遊び食い」が45．4％、「偏食する」が  

34．0（％、「むら食い」が29．2％、「食べるのに時間がかかる」が24．5％、「よくかまない」が  

2b．3（％の順に多くみられた（図5）。   

また、10年前に比べ、「偏食する」は24．9％から34．0％に、「よくかまない」は12．6％か  

ら20．3％に増加した。一方、「食事で因っていることはない」とする回答は、昭和60年には  

23．0一％だったが、平成7年には18．6％、平成17年には13．1％に減少した。  

図5 食事で困っていること  

資料：厚生労働省「平成17年度乳幼児栄養調査」  
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［二司 離乳の支援に関する基本的考え方   

離乳とは、母乳または育児用ミルク等の乳汁栄養から幼児食に移行する過程を  

いう。この間に乳児の摂食機能は、乳汁を吸うことから、食物をかみつぶして飲  

み込むことへと発達し、摂取する食品は量や種類が多くなり、献立や調理の形態  

も変化していく。また摂食行動は次第に自立へと向かっていく。   

離乳については、乳児の食欲、摂食行動、成長・発達パタンあるいは地域の食  

文化、家庭の食習慣等を考慮した無理のない離乳の進め方、離乳食の内容や量を、  

個々にあわせて進めていくことが重要である。子どもにはそれぞれ個性があるの  

で、画一的な進め方にならないよう留意しなければならない。   

また、生活習慣病予防の観点から、この時期に健康的な食習慣の基礎を培うこ  

とも重要である注1）。   

一方、多くの母親や家族にとっては、初めて離乳食を準備し、与え、子どもの  

反応をみながら進めることを体験する。子どもの個性によって一人一人離乳食の  

進め方への反応も異なることから、離乳を進める過程で数々の不安やトラブルを  

抱えることも予想される。授乳期に続き、離乳期も、母子・親子関係の関係づく  

りの上で重要な時期にある。そうした不安やトラブルに対し、適切な支援があれ  

ば、安心して適切な対応が実践でき、育児で大きな部分を占める食事を通しての  

子どもとの関わりにも自信がもてるようになってくる。   

離乳の支援にあたっては、子どもの健康を維持し、発達を促すよう支援すると  

ともに、授乳の支援と同様、健やかな母子・親子関係の形成を促し、育児に自信  

をもたせることを基本とする。特に、子どもの成長や発達状況、日々の子どもの  

様子をみながら進めること、強制しないことに配慮する。また、生活リズムを身  

につけ、食べる楽しさを体験していくことができるよう、一人一人の子どもの「食  

べる力」を育むための支援注2）が推進されることをねらいとする。  

注1）乳児期の栄養と肥満、生活習慣病との関わり：〈参考1〉 Ⅲ－11頁参照  

注2）楽しく食べる子どもに～食からはじまる健やかガイド：〈資料3〉 参照  
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［互］離乳の支援のポイント  

1 離乳の開始   

離乳の開始とは、初めてドロドロした食物を与えた時をいう。その時顛は5，   

6か月頃が適当である。   

発達の目安としては、首のすわりがしっかりしている、支えてやるとすわれ   

る、食べものに興味を示す、スプーンなどを口に入れても舌で押し出すことが   

少なくなる（哺乳反射の減弱）などがあげられる。  

なお、離乳の開始前の乳児にとって、最適な栄養源は乳汁（母乳又は育児  

用ミルク）である。離乳の開始前に果汁を与えることについては、果汁の摂取  

によって乳汁の摂取量が減少し、このためにたんばく質、脂質、ビタミン類、  

鉄、カルシウム、亜鉛などのミネラル類の摂取量が低下すること1）、果汁の過  

剰摂取と低栄養や発育障害との関連2」4）が報告されており、栄養学的な意義は認  

められていない。また、阻しやく機能の発達の観点からも、通常生後5～7か  

月頃にかけて晴乳反射が減弱・消失していく過程注3）でスプーンが口に入るこ  

とも受け入れられていく5，6）ので、スプーン等の使用は離乳の開始以降でよい。   

2 離乳の進行   

（1）離乳の開始後ほぼ1か月間は、離乳食は1日1回与える。母乳または  

育児用ミルクは子どもの欲するままに与える。この時期は、離乳食を飲み  

込むこと、その舌ざわりや味に慣れることが主目的である。   

（2）離乳を開始して1か月を過ぎた頃から、離乳食は1日2回にしていく。  

生後7，8か月頃からは舌でつぶせる硬さのものを与える。母乳または育  

児用ミルクは離乳食の後の2回と、それとは別に3回程度を与える。   

（3）生後9か月頃から、離乳食は1日3回にし、歯ぐきでつぶせる硬さの  

ものを与える。食欲に応じて、離乳食の量を増やし、離乳食の後に母乳ま  

たは育児用ミルクを与える。離乳食とは別に、母乳または育児用ミルクを  

1日2回程度与える。鉄の摂取には十分配慮する。   

3 離乳の完了  

離乳の完了とは、形のある食物をかみつぶすことができるようになり、栄   

養素の大部分が母乳または育児用ミルク以外の食物からとれるようになった   

状態をいう。その時期は12か月から18か月頃である。なお、岨しやく機能   

注3）は、奥歯が生えるにともない乳歯の生え揃う3歳ごろまでに獲得される。  

（注）食事は、1日3回となり、その他に1日1～2回間食を用意する。母乳は自  

然にやめるようになる。1歳以降は牛乳または育児用ミルクもしくはフォローアッ  

プミルクを1日300～400mlコップで与える。  
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4 離乳食の進め方の目安   

（1）食べ方の目安  

食欲を育み、規則的な食事のリズムで生活リズムを整え、食べる楽しさ  

を体験していくことを目標とする。  

離乳の開始では、子どもの様子をみながら、1さじずつ始め、母乳やミ  

ルクは飲みたいだけ飲ませる。  

離乳が進むにつれ、1日2回食、3回食へと食事のリズムをつけ、生活   

リズムを整えていくようにする。また、いろいろな食品の味や舌ざわりを  

楽しむ、家族と一緒の食卓を楽しむ、手づかみ食べ注4）で自分で食べること  

を楽しむといったように、食べる楽しさの体験を増やしていく。  

（2）食事の目安   

ア 食品の種類と組合せ  

与える食品は、離乳の段階を経て、食品の種類を増やしていく。  

①離乳の開始では、アレルギー注5）の 心配の少ないおかゆ（米）から始  

める。新しい食品を始める時には－さじずっ与え、乳児の様子をみな  

がら量を増やしていく。慣れてきたらじやがいもや野菜、果物、さら  

に慣れたら豆腐や白身魚など、種類を増やしていく。  

なお、はちみつは乳児ボツリヌス症予防のため満1歳までは使わない。  

②離乳が進むにつれ、卵は卵黄から全卵へ、魚は白身魚から赤身魚、青  

皮魚へと進めていく。ヨーグルト、塩分や脂肪の少ないチーズも用い  

てよい。食べやすく調理した脂肪の少ない鶏肉、豆類、各種野菜、海  

藻と種類を増やしていく。脂肪の多い肉類は少し遅らせる。野菜類に  

は緑黄色野菜も用いる。  

③ 9か月以降は、鉄が不足しやすいので、赤身の魚や肉、レバーを取り  

入れ、調理用に使用する牛乳・乳製品のかわりに育児用ミルクを使用  

する等工夫する。フォローアップミルクは、母乳または育児用ミルク  

の代替品ではない。使用するのであれば、9か月以降とする。  

このほか、離乳の進行状況に応じた適切なべビーフードを利用することも  
できる注6） 

。  

離乳食に慣れ、1日2回食に進む頃には、穀類、野菜・果物、たんばく  

質性食品を組み合わせた食事とする。また、家族の食事から調味する前の  

ものを取り分けたり、薄味のものを適宜取り入れたりして、食品の種類や  

調理方法が多様となるような食事内容とする注7）。  

イ 調理形態・調理方法  

離乳の進行に応じて食べやすく調理したものを与える。子どもは細菌へ   

の抵抗力が弱いので、調理を行う際には衛生面に十分に配慮する。  
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① 米がゆは、乳児が口の中で押しつぶせるように十分に煮る。初めは  

「つぶしがゆ」とし、慣れてきたら粗つぶし、つぶさないままへと  

進め、軟飯へと移行する。  

② 野菜類やたんばく質性食品などは、初めはなめらかに調理し、次第  

に粗くしていく。  

③ 調味について、離乳食の開始では調味料は使用しない。7，8か月  

以降で、塩、砂糖など調味料を使用する場合は、それぞれの食品の  

もつ味を生かしながら、薄味でおいしく調理する。油脂類（バター、  

マーガリン、植物油）も少量の使用とする。   

（3）成長の目安  

食事の量の評価は、成長の経過で評価する。具体的には、成長曲線のグ   

ラフに、体重や身長を記入して、成長曲線のカーブに沿っているかどうか   

を確認する。からだの大きさや発育には個人差があり、一人一人特有のパ   

タンで大きくなっていく。身長や体重を記入して、その変化をみることに   

よって、成長の経過を確認することができる。  

体重増加がみられず成長曲線からはずれていく場合や、成長曲線から大   

きくはずれるような急速な体重増加がある場合は、医師に相談して、その   

後の変化を観察しながら適切に対応する。  

（文献）  

1）Gibson SA．Non・milkextrinsicsugarsinthedietsofpre－SChooIchildren：association   

withintakesofmicronutrients，energy，fatandNSP．BrJNutr1997；78ニ367－378．  

2）SmithMM，Lifshitz F．Excessfruitjuice consumption as a contributing factorin  

nonorganicfailuretothrive．Pediatrics1994；93：438－43．  

3）DennisonBA，RockwellHL，NichoIsMJ，JenkinsP．Children’sgrowthparametersvary   

bytypeoffruitjuiceconsumed．JAmCollNutr1999；18：346－52．  

4．）Dennison BA，RockwellHL，Baker SL．Excess fruitJuice consumption by  

preschool－aged childrenis associated with short stature and obesity．Pediatrics  

1997；99：15－22．  

5）尾本和彦：乳幼児の摂食機能の発達 第2報：攻反射、吸畷および岨囁の筋電図学的検討、  

小児歯科学雑誌31巻（4）657－668  

6）MorrisSE，KleinMD：Pre－FeedingSkillsrAComprehensiveResourcefbrMealtime  

Development．2nded，TherpySkillBuilders，nlCSOn，Arizona，2000．   

浣3）岨しやく機能の発達の目安：〈参考2〉 Ⅲ－12頁参照   

注4）手づかみ食べについて   ：〈参考3〉 Ⅲ－13頁参照   

注5）食物アレルギーについて  ：〈参考4〉 Ⅲ－14頁参照   

注6）ベビー フードの利用について：〈参考5〉 Ⅲ－20頁参照   

圧6）1日の食事量の目安について：〈参考6〉 Ⅲ－22頁参照  
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離乳食の進め方の目安  

離乳の完了  離乳の開始  

9か月から  12か月から  

11か月頃  18か月頃  
生後5，6か月頃  7，8か月頃  

○子どもの様   01日2回食で、  ○食事のリズム ○食事のリズム  

子をみながら、  食事のリズムを を大切に、1日3 を大切に、生活リ  

1さじずつ始め   つけていく。  回食に進めてい ズムを整える。  
く食べ方の目安〉  

る。  ○自分で食べる  

○母乳やミルク   

は飲みたいだ   

け与える。  

く食事の目安〉  

調理形態  ドロドロ状  つぶせる  つぶ  で噛  

全がゆ  
全がゆ  

軟飯90  

Ⅰ穀類（g）  50～80  
（100）～  ～ご飯80  

裏ごしした野菜  軟飯80   

回Ⅱ 野菜・  なども試してみ   
当  

20～30  40～50   
30～40  

た   

魚（g）  慣れてきたら、つ   
10～15  15～20  

15  

又は肉（g）  ぶした豆腐1白身   
15～20  

Ⅲ  50～55  

2  つぶしがゆから             始める0                                 果物（g）              る。  岩 蔓 量又は豆腐（g） 又は卵（個） 又は乳製品（g               10～15   15      魚などを試して  40～50    50       みる0 ＝代㌫  全卵1／2  100～120  

〈成長の目安〉  

重や身長を記入して、成長曲線の力‾ブに沿って  
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〈参考1〉乳児期の栄養と肥満、生活習慣病との関わりについて   

胎児期や乳幼児期の栄養が、年を経て、成人になってからの肥満、2型糖尿病、高血圧や  

循環器疾患等と関連があることが最近多く報告されている1・2）。また、乳幼児期に培われた  

味覚や食事の嗜好はその後の食習慣にも影響を与える。したがって、この時期の食生活・栄  

養の問題は、生涯を通じた健康、特に肥満等の生活習慣病の予防という長期的な視点からも  

考える必要がある。   

出生時体重や乳児期の栄養法、体重増加量と、その後の肥満や生活習慣病リスクとの関わ  

りについては、長期間の疫学的観察研究や動物実験などによりエビデンスの蓄積されてきて  

いるが、わが国におけるデータ3∫4）は限られている。   

海外における研究データからは、乳児期における過体重（例：85パーセンタイル以上）  

はその後の肥満につながりやすい5・6）こと、完全母乳栄養は成人期の肥満のリスクを下げる  

7．8）こと、乳児期早期の急速な体重増加が成人期の肥満につながりやすいこと9）等が示唆され  

ている。ただし、これらの関連の大きさは必ずしも大きくなく、個々人にとって過度の心配  

をするレベルのものではない。   

このようなことから、特に成長曲線から大きくはずれるような急速な体重増加については、  

医師に相談するなど、その後の変化を観察していく必要がある。  

（文献）  

1）Waterland RA，Garza C：Potentialmechanisms of metabolic   

imprlntLngthatleadtochronicdisease・AmJClinNutr69：179－97，   

1999  

2）BeynaldoM，etal：Earlynutritionandlateradiposity・JNutr131：   

874S－880S，2001  

3）MiuraK，etal：Birthweight，Childhoodgrowthandcardiovascular   

risk factorsinJapanese aged20years・AmJEpidemiol153＝  

783－78■9，2001  

4）塚田久恵、他：乳幼児期肥満と成人時肥満との関連 一石川県におけ   

出生20年間の縦断研究一日本公衆衛生雑誌50；1125－34，2003  
5）Must AっStrauss RS：Risks and consequences ofchildhoodand   

adolescent obesity．IntJObes Relat Metab Disord23（Supp12）；  

S2－1l，1999  

6）Philip R，et al：Identifying risk fbr obesityin early childhood・  

Pediatricsl18二594q601，2006  

7）血mstrongJ，etal：Breastftedingandloweringtheriskofchildhood   

Obesib［．Lancet359（9322）；2003－4，2002  

8）OwenCGっet al：The efftctofbreastfbeding onmeanbodymass   
index throughoutlift：a quantitative review of published and   
unpublishedobservationale、▼idence・AmJClinNutr82；1298－307，  

2005  

9）StettlerN，etal：Weightgaininthenrstweekofliftandoverweight   

inadulthood：AcohortstudvofEurOpeanAmericanSu句ects Fed   

InfantFormula．Circulationlll；1897－1903，2005  
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〈バランスのよい食事のすすめ〉  

～生活習慣病予防のために、野菜・  

果物、魚をよく食べ、薄味に配慮し  

た食習慣を～   

日本における多目的コホート研究  
（厚生労働科学研究班により1990年  

に開始、現在も追跡調査実施中）では、  
・野菜・．果物の摂取によって、胃ガ  

ンのリスクが低下する  

・魚をよく食べると、虚血性心疾患  

のリスクが低下する  

・食塩の摂取量が多い、塩蔵食品を  
よく食べると、胃ガンのリスクが  

増加する  

などの結果が得られている。   

生活習慣病予防のためには、ごはん  
などの「主食」を基本に、たっぷり野  
菜の「副菜」と毎日の果物、魚の「主  
菜」を組み合わせた、食塩控えめのバ  
ランスのよい食事＊を、食習慣として  
身につけていく必要があり、離乳食の  
時期からそうした食品を上手に取り  

入れ、味や食べ方などに慣れ親しむ工  
夫が必要である。   

＊バランスのよい食事：「食事バランス  

ガイド」（〈参考6〉 参照）   



〈参考2〉岨しやく機能の発達の目安について  

新生児期～   晴乳反射＊によって、乳汁を摂取する。  
＊哺乳反射とは、意思とは関係ない反射的な動きで、口周辺に触れた  
ものに対して口を開き、口に入ってきたものに対してチュチュと吸う。   

5～7か月頃 晴乳反射は、生後4～5か月から少しずつ消え始め、生後6～  

7か月頃には乳汁摂取時の動きもほとんど乳児の意思（随意的）  

による動きによってなされるようになる。  

晴乳反射による動きが少なくなってきたら、離乳食を開始  

〈支援のポイント〉   

赤ちゃんの姿勢を少し後ろに傾ける   

ようにする。  

・ロに入った食べものがロの前から奥   

へと少しずつ移動できる“ドロドロ  

◆ 口に入った食べものをえ   

ん下（飲む込む）反射が   

出る位置まで送ることを   

覚える  

離乳食の開始  

状”（ポタージュぐらいの状態）  

〈支援のポイント〉  口の前の方を使って食  

べものを取りこみ、舌  

と上あごでつぶしてい  

く動きを覚える   

7，8か月頃  
平らなスプーンを下くちびるにの  
せ、上くちびるが閉じるの待つ。  
舌でつぶせる硬さ（豆腐ぐらいの硬  

さが目安）。  

つぶした食べものをひとまとめにす  

る動きを覚えはじめるので、飲み込  

みやすいようにとろみをつけるエ夫  

歯が生え始める  

〈支援のポイント〉  舌と上あごでつぶせな  

いものを歯ぐきの上で  

つぶすことを覚える   

丸み（くぼみ）のあるスプーンを下  

くちびるの上にのせ、上くちびるが  

閉じるのを待つ。やわらかめのもの  

を前歯でかじりとらせる。  

歯ぐきで押しつぶせる硬さ（指でつ  

ぶせるバナナぐらいの硬さが目安）。  

◆ ロヘ詰め込みすぎたり、食べ  

こぼしたりしながら、一口量  

を覚える  

◆ 手づかみ食べが上手になる  

〈支援のポイント〉   

手づかみ食べを十分に   

させる。   
歯ぐきでかみつぶせる   

硬さ（肉だんごぐらいの   

硬さが目安）。  
とともに、食具を使った食べ  

る動きを覚える  

※奥歯が生えてくるが、  

かむ力はまだ強くない。  （参考文献）  

1）向井美恵編著乳幼児の摂食指導．医歯薬出版株式会社．2000  

2）日本小児歯科学会．日本人小児における乳歯・永久歯の萌出時期に関す  

る調査研究ノト児歯科学雑誌1988；26（1）：1－18．  
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え揃うのは2歳  奥歯が生   

月～3歳6か月  



〈参考3〉手づかみ食べについて  

かみ食べの支援のポイント  

手ゴかみ．倉べのできる食事仁   

ご飯をおにぎりに、汁物の中の野菜類を大きめの切り方にするなどメニューに工夫  

を。   

・前歯を使って自分なりの一口量をかみとる練習を。   

・食べ物は子ども用のお皿に、汁物は少量入れたものを用意  

◆ ノ背水丁るいい願を   

・エプロンをつけたり、テーブルの下に新聞紙やビニールシートを敷くなど、後片づ  

けがしやすいように準備して。  

◆ 食べる意欲を貴君LT   

・食事は食べさせるものではなく、子ども自身が食べるものであることを認識して、  

子どもの食べるペースを大切に。  

自発的に食べる行動を起こさせるには、食事時間に空腹を感じていることが基本。  

たっぷり遊んで、規則的な食事リズムを。  

（参考文献）  

1）向井美恵編著．乳幼児の摂食指導．医歯薬出版株式会社．2000  
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